
4.正しさが証明可能な実装



抽象機械へのコンパイル
初期状態→意味論の解釈器→最終状態

↑
While⾔語

↓
コンパイラ

↓抽象機械語
初期状態→抽象機械の解釈器→最終状態



抽象機械
• 計算状態<c,e,s>
• c: 実⾏コード
• e: 算術式や論理式の評価のためのスタック
• s: メモリ

• 命令の実⾏は計算状態を別の計算状態に写すこと



より現実的な機械
• c: 固定されたコード列とプログラムカウンタ
• e: 評価スタック
• s: メモリ＝アドレスで参照可能なセルの列



単純な命令セット



コード例

z:=0; r:=x; while y≦r do (r:=r-y; z:=z+1)
というコードから⽣成される



遷移関係
<PUSH-n:c, e, s> ▷ <c, N[[n]]:e, s>
• PUSH-nが次の命令
• PUSH-nの実⾏後は命令列がcに
• nの値N[[n]]がプッシュされる
• 状態は変わらない
<ADD:c, z1:z2:e, s> ▷ <c, (z1+z2):e, s> if z1, z2∈Z
• スタックの上に2つの数 → ポップされる
• 和がプッシュされる



命令の意味論
p.69



例
• s x = 3 であるような状態s



例
p.71



コード⽣成
p.75



例：階乗計算
p.77



定理

証明⽅法？
• 構造帰納法？
• 導出⽊の形に関する帰納法？
• 導出列の⻑さに関する帰納法？
• ？

p.80 Theorem 4.20



まとめ
• 抽象機械アーキテクチャ
• この機械のための操作的意味論
• While⾔語から機械語への翻訳
• 定理：正しさが証明された実装


